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教
育
特
化
型
の

Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
は
有
用

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
シ
ュ
ラ
イ

ヒ
ャ
ー
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育
・

ス
キ
ル
局
長

都立工科高校ドリーム・フェスタより

…………………

…………………

■
情
報
活
用
能
力
の

構
成
要
素
を
体
系
化

情
報
活
用
能
力
を
、
情
報

技
術
の
「
活
用
」
「
適
切
な

取
扱
い
」
「
特
性
の
理
解
」

の
３
要
素
で
整
理
。

小
・
中
・
高
を
通
じ
て
段

階
的
に
育
成
す
る
資
質
・
能

力
を
体
系
的
・
系
統
的
に
示

し
た
。
▼
活
用
＝
情
報
を
収

集
・
分
析
し
、
課
題
解
決
に

生
か
す
力

▼
適
切
な
取
扱

い
＝
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

ー
、
情
報
モ
ラ
ル
、
リ
ス
ク

判
断
な
ど

▼
特
性
の
理
解

＝
Ａ
Ｉ
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
デ
ー
タ
構

造
な
ど
科
学
的
理
解

会
議
後
修
正
で
は
、
特
に

「
情
報
の
真
偽
や
偏
り
を
吟

味
し
、
意
見
形
成
や
判
断
を

行
う
力
」の
重
要
性
を
強
調
。

民
主
主
義
社
会
の
基
盤
と
し

て
の
情
報
教
育
の
役
割
を
明

ら
か
に
し
た
。

■「
情
報
の
領
域
」

小
学
校
で
付
加

小
学
校
で
は
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
「
情
報
の
領

域
」を
新
設
。探
究
の
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
情
報
技
術
を
活
用

す
る
学
び
を
位
置
付
け
る
。

単
な
る
機
器
操
作
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
「
情
報
の
扱
い

方
を
理
解
し
、
適
切
に
活
用

す
る
学
び
」
を
重
視
す
る
方

向
性
が
明
記
さ
れ
た
。

■「
情
報
・
技
術
科
」

中
学
校
で
新
設

中
学
校
で
は
、現
行
の
技

術
・
家
庭
科
の
枠
組
み
を
再

編
。
情
報
技
術
と
生
産
技
術

を
統
合
し
た
新
教
科
「
情
報

・
技
術
科
」
を
設
置
す
る
。

扱
う
内
容
は
次
。
▼
情
報
の

表
現
と
デ
ジ
タ
ル
化

▼
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
自
動
化

▼
情
報
基
盤
と
シ
ス
テ
ム
化

▼
材
料
加
工
・
生
物
育
成

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
デ
ジ

タ
ル
化

情
報
技
術
と
生
産
技
術
の

関
連
性
を
よ
り
明
確
に
示

し
、
「
社
会
の
仕
組
み
を
理

解
し
、
技
術
を
適
切
に
活
用

す
る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

■
高
等
学
校
で
は

情
報
科
を
高
度
化

高
等
学
校
で
は
、
情
報
Ⅰ

を
基
礎
と
し
、
情
報
Ⅱ
で
は

Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

・
シ
ス
テ
ム
開
発
・
Ｐ
Ｂ
Ｌ

を
強
化
。
大
学
の
「
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ

教
育
」
と
の
接
続
を
よ
り
明

確
化
し
、
高
校
卒
業
段
階
で

全
員
が
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル

を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
す

る
。

■
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

を
強
化

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
生
成
Ａ
Ｉ
の
急

速
な
普
及
を
踏
ま
え
、
「
禁

止
・
注
意
」
中
心
の
情
報
モ

ラ
ル
教
育
か
ら
脱
却
。
情
報

の
真
偽
の
吟
味
や
偏
り
の
理

解
、意
見
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
、

公
共
的
な
情
報
発
信
な
ど
を

扱
う
「
思
考
を
伴
う
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
」
へ
の
転
換

を
図
る
。
特
に
「
Ａ
Ｉ
時
代

の
リ
ス
ク
判
断
」
を
新
た
な

重
点
項
目
と
し
て
位
置
付
け

た
。

矢
野
和
彦
・
文
部
科
学
審

議
官
は
「
参
加
者
数
の
多
さ

に
生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
を
感
じ
る
。
現
在
、

高
校
改
革
を
含
む
大
学
、
大

学
院
な
ど
の
人
材
育
成
シ
ス

テ
ム
の
改
革
に
政
府
を
あ
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
中
教

審
で
は
次
期
学
習
指
導
要
領

の
重
要
な
柱
の
一
つ
に
情
報

活
用
能
力
の
抜
本
的
向
上
を

挙
げ
て
い
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
は

１９
世
紀
の
産
業
革
命
以
上
の

変
革
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
可
能
性
と
リ
ス

ク
の
双
方
を
理
解
し
て
適
切

に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

浅
原
寛
子
・
初
等
中
等
教

育
局
参
事
官
（
デ
ジ
タ
ル
学

習
基
盤
担
当
）
は
、
現
在
の

取
組
を
整
理
。

「
情
報
活
用
能
力
の
抜
本

的
向
上
に
つ
い
て
は
、
２
０

４
０
年
代
の
社
会
を
想
定
し

た
必
要
な
資
質
能
力
を
見
据

え
、
Ａ
Ｉ
そ
の
も
の
を
学
ぶ

こ
と
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
学

ぶ
こ
と
に
よ
り
抜
本
的
向
上

を
図
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
情
報
活
用
能
力
は
、

各
教
科
を
駆
動
さ
せ
る
基
盤

で
あ
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
パ
イ
ロ

ッ
ト
校
も
４
７
８
校
に
広
が

っ
た
。
教
育
活
用
、
校
務
活

用
に
加
え
て
教
育
分
野
に
特

化
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
の
実
証
事

業
も
進
め
て
い
る
。
こ
の
実

践
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
初

等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る

生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
を

今
年
度
中
に
予
定
し
て
い

る
。
さ
ら
に
こ
の
結
果
を
踏

ま
え
学
校
現
場
で
安
全
に
Ａ

Ｉ
を
活
用
で
き
る
よ
う
な
環

境
整
備
も
進
め
る
」
と
話
し

た
。数

年
前
、
社
会
人
に
な
り

役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
ス

キ
ル
と
不
足
を
感
じ
る
ス
キ

ル
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
過
去
の
成
功

に
必
要
で
あ
っ
た
ス
キ
ル
が

今
も
必
要
で
あ
る
と
は
限
ら

な
い
。

Ａ
Ｉ
の
能
力
は
予
想
よ
り

速
く
進
化
し
て
い
る
。
多
く

の
分
野
で
人
よ
り
う
ま
く
や

り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
の
、
現
時
点
で
は
「
近
道

を
提
供
す
る
部
分
」
に
特
に

力
を
発
揮
し
て
い
る
。
し
か

し
概
念
的
な
理
解
は
難
し

く
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活

用
は
ま
だ
少
な
い
。

２
０
２
４
年
度
時
点
の
調

査
に
よ
る
と
教
育
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
活
用
は
、
Ａ
Ｉ
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
が
あ
る
国
の
方

が
積
極
的
で
あ
る
。
国
に
よ

り
状
況
が
異
な
る
が
、
日
本

と
フ
ラ
ン
ス
は
慎
重
な
国
に

入
る
。

Ａ
Ｉ
に
は
汎
用
Ａ
Ｉ
と
教

育
用
Ａ
Ｉ
が
あ
る
。
こ
の
区

分
は
重
要
だ
。

汎
用
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
使
う

と
き
は
教
育
的
意
図
が
必
要

で
あ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
消

費
す
る
だ
け
で
は
学
び
に
は

つ
な
が
ら
な
い
た
め
だ
。
学

び
と
な
る
の
は
、
知
的
レ
ベ

ル
認
識
レ
ベ
ル
で
関
与
し
て

取
り
組
む
こ
と
か
ら
広
が

る
。米

国
の
事
例
で
は
、
汎
用

生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
エ
ッ
セ

イ
を
書
い
た
学
生
に
、
何
に

つ
い
て
書
い
た
の
か
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
約
８
割
が
記
憶

し
て
い
な
か
っ
た
。
一
方

で
、
視
点
拡
大
の
た
め
に
Ａ

Ｉ
を
活
用
す
る
よ
う
に
伝
え

る
と
、
深
ま
り
の
あ
る
よ
り

良
い
エ
ッ
セ
イ
を
書
く
こ
と

が
で
き
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
で

は
、
５
週
間
の
や
り
と
り
で

英
語
能
力
が
向
上
し
た
。
特

に
中
級
お
よ
び
上
級
レ
ベ
ル

の
生
徒
に
お
い
て
論
理
的
な

ス
ピ
ー
チ
能
力
が
高
ま
っ

た
。生

成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
に
は
、

代
替
や
補
完
、
拡
張
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
役
割
が
考
え
ら
れ

る
。間

違
い
な
く
役
立
つ
の

は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
大

規
模
展
開
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
明
ら
か
な
点

が
、
教
員
の
生
産
性
向
上
に

寄
与
で
き
る
可
能
性
だ
。

一
方
で
信
頼
性
は
限
定
的

な
た
め
、
Ａ
Ｉ
と
教
員
を
組

み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

モ
デ
ル
が
考
え
ら
れ
る
。

教
員
の
協
力
に
よ
り
開
発

さ
れ
た
教
育
特
化
型
の
Ａ
Ｉ

ツ
ー
ル
は
安
全
性
と
共
に
、

個
別
指
導
と
公
平
性
の
質
向

上
を
助
け
る
と
い
う
エ
ビ
デ

ン
ス
が
示
さ
れ
て
い
る
。
有

害
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
信
頼
で
き
る
教
育
特

化
型
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
実
現
す

る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
２
０
２
９
年
に
実

施
予
定
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
学
習

到
達
度
調
査
）
に
お
い
て
、

新
た
な
評
価
領
域
と
し
て

「
メ
デ
ィ
ア
・
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ

シ
ー
（
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
＝M

edia
andAILiteracy

）
」
の

計
測
を
予
定
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
の
情
報
・
技
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
Ｗ
Ｇ
）
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
、
情

報
活
用
能
力
の
抜
本
的
強
化
と
、
情
報
教
育
の
体
系
的

再
構
築
を
柱
と
す
る
「
取
り
ま
と
め（
案
）〈
会
議
後
修

正
〉」を
示
し
た
。
Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
活
用
が
社
会
基
盤
と

な
る
２
０
４
０
年
代
を
見
据
え
、
小
・
中
・
高
を
通
じ

て
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
「
学
習
の
基
盤
」
と
し

て
位
置
付
け
る
。
す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
一
定
程
度
以

上
の
情
報
活
用
能
力
を
確
実
に
育
成
す
る
こ
と
が
目

的
。
教
科
横
断
的
な
学
び
を
支
え
る
た
め
、
総
則
と

の
整
合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
情
報
教
育
が
単
発
で
終

わ
ら
な
い
よ
う
に
体
系
化
を
図
っ
て
い
る
。

７
月
３０
日
、
「
教
育
×
生
成
Ａ
Ｉ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
、
学
び
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
―
」
が

東
京
大
学
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
会
場
に

１
１
０
０
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
３
０
０
０
人
以
上
が
参

加
し
た
。
主
催
は
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
通
じ
た
教
育
課

題
の
解
決
に
向
け
た
教
育
Ｄ
Ｘ
の
加
速
事
業

コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
事
務
局
。
元
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で

姫
路
市
総
合
教
育
監
の
加
藤
聡
氏
と
、
哲
学
者
で
探
究

学
習
教
材
を
開
発
し
て
い
る
（
株
）
バ
ト
ン
の
田
村
正

資
氏
が
モ
デ
レ
ー
タ
を
務
め
た
。

■
学
習
指
導
要
領
を

構
造
化
・
デ
ジ
タ
ル
化

資
質
・
能
力
の
深
ま
り
を

「
知
識
・
技
能
の
統
合
的
な

理
解
」
と
「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
の
総
合
的
な
発

揮
」
と
し
て
可
視
化
し
、
両

者
を
往
還
し
な
が
ら
単
元
設

計
で
き
る
よ
う
、
学
習
指
導

要
領
を
表
形
式
で
構
造
化
。

教
科
の
特
質
に
応
じ
て
並
列

型
・
並
行
型
な
ど
複
数
の
形

式
を
採
用
し
、
系
統
性
と
使

い
や
す
さ
を
両
立
さ
せ
る
。

紙
媒
体
の
限
界
を
踏
ま

え
、
検
索
性
、
教
科
間
の
関

連
表
示
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
指
導

案
生
成
支
援
、
教
材
と
の
リ

ン
ク
な
ど
を
備
え
た
デ
ジ
タ

ル
学
習
指
導
要
領
も
作
成
。

教
員
が
授
業
改
善
に
役
立
て

や
す
い
よ
う
に
す
る
。

■
小
・
中
学
校
で

教
育
課
程
を
柔
軟
化

標
準
授
業
時
数
を
最
大
１５

％
ま
で
調
整
可
能
。「
既
存
教

科
の
上
乗
せ
」「
新
教
科
創

設
」「
学
習
も
し
く
は
研
修

な
ど
の
裁
量
的
な
時
間
」
に

充
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
学

校
独
自
の
取
組
を
可
能
に
す

る
。■

高
等
学
校
で
は

単
位
制
度
を
柔
軟
化

高
等
学
校
で
は
、
必
履
修

を
含
む
科
目
内
容
の
組
み
替

え
、
１
単
位
＝
１７
コ
マ
へ
の

細
分
化
、
学
校
設
定
科
目
の

上
限
拡
大
、
外
部
試
験
に
よ

る
履
修
免
除
な
ど
の
導
入
に

よ
り
、
多
様
な
学
び
に
応
じ

た
教
育
課
程
編
成
を
可
能
に

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
生
徒
の

進
路
や
興
味
関
心
に
応
じ
た

柔
軟
な
科
目
選
択
を
促
し
、

学
び
の
個
別
化
を
進
め
る
。

■
学
習
評
価
を
改
善

学
習
評
価
に
つ
い
て
は

「
単
元
目
標
」「
評
価
規
準
」

「
評
価
課
題
」「
学
習
過
程
で

の
形
成
的
評
価
」
を
整
理
。

授
業
改
善
と
一
体
と
な
っ
た

評
価
を
推
進
す
る
。

「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間

性
等
」
の
評
価
に
つ
い
て
は

個
人
内
評
価
を
基
本
と
し
つ

つ
、
特
に
表
出
が
認
め
ら
れ

た
場
合
は
「
思
考
・
判
断
・

表
現
」
の
欄
に
○
を
付
記
す

る
新
た
な
運
用
を
示
し
た
。

■
学
習
基
盤
を
言
語
能
力
・

情
報
活
用
能
力
の
２
本
柱
へ

学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質

・
能
力
を「
言
語
能
力
」「
情

報
活
用
能
力
」
の
２
本
柱
に

再
整
理
。
言
語
能
力
は
「
人

間
な
ら
で
は
の
思
考
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
」、

情
報
活
用
能
力
は
「
思
考
・

表
現
・
課
題
解
決
を
強
化
・

拡
張
す
る
力
」
と
位
置
付

け
、
両
者
の
相
補
性
を
明
確

に
し
た
。

■
質
確
保
の
仕
組
み
を
確
立

教
育
課
程
の
柔
軟
化
に
伴

う
質
の
ば
ら
つ
き
を
防
ぐ
た

め
、
国
は
調
査
・
事
例
提
供

・
指
導
助
言
を
行
う
。
都
道

府
県
は
研
修
と
情
報
提
供
。

各
学
校
は
教
育
課
程
を
公
表

・
学
校
運
営
協
議
会
で
承
認

し
、
市
町
村
は
教
育
課
程
編

成
届
を
確
認
す
る
こ
と
で
透

明
性
と
改
善
サ
イ
ク
ル
を
確

保
す
る
。

文
部
科
学
省
の
総
則
・
評
価
特
別
部
会
は
、
次
期
学

習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
、
教
育
課
程
の
構
造
化
、
柔

軟
化
、
学
習
評
価
の
改
善
を
柱
と
す
る
「
取
り
ま
と
め

（
案
）
〈
会
議
後
修
正
〉
」
を
示
し
た
。
「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
装
」
「
多
様
性
の
包
摂
」

「
実
現
可
能
性
の
確
保
」
を
三
位
一
体
で
進
め
る
た

め
、
構
造
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
・
柔
軟
化
・
評
価
改
革
を

通
じ
て
、
全
国
の
学
校
が
子
供
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を

確
か
な
も
の
に
す
る
制
度
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

社会ニーズに対応した学びの環境や学び
の内容そのもののバージョンアップが求め
られている

■高専・専門高校で学ぶ ２・３面

■共同調達で校務DX ４面

■卒業記念・寄贈品特集 ５面

■学校給食・食育 ６面

■学校図書館・教育旅行 ７面

■教育ニュース ８面

福
岡
県
筑
前
町
（
宮
崎
敏

宏
教
育
長
）
は
、
町
内
全
体

で
の
教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
６
月
に

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
甲
子

園
０８
」
を
開
催
し
て
い
る
。

今
年
度
は
６
月
１８
日
に
町
内

の
小
・
中
各
校
代
表
７
学
級

に
よ
る
公
開
授
業
を
実
施
。

自
己
調
整
の
質
を
高
め
る

「
自
分
で
選
ん
で
自
分
で
決

め
る
」
授
業
づ
く
り
を
共
有

し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

小
学
校
６
年
外
国
語
授
業

で
は
、
自
分
の
ス
ピ
ー
チ
を

よ
り
よ
い
も
の
に
高
め
て
い

く
た
め
に
、
児
童
は
情
報
端

末
で
録
画
し
た
動
画
か
ら
自

ら
の
課
題
を
把
握
し
た
。
さ

ら
に
、
個
人
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
内
容
・
形
態
・

方
法
を
自
ら
選
択
し
て
、
自

己
調
整
し
な
が
ら
学
習
を
進

め
た
。
自
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
た
り
、
他
者
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
す
る

協
働
的
な
学
び
を
取
り
入
れ

て
い
た
。
そ
の
際
、
友
達
や

教
師
だ
け
で
な
く
、
生
成
Ａ

Ｉ
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
元
に
ス
ピ
ー
チ
を
よ
り
よ

い
も
の
に
高
め
る
よ
う
に
し

た
。例
え
ば
、児
童
Ａ
は
、
生

成
Ａ
Ｉ
に
ス
ピ
ー
チ
に
付
け

足
す
ア
イ
デ
ア
を
３
つ
提
案

し
て
も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら

１
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
教
師
と

一
緒
に
ス
ピ
ー
チ
に
加
え
て

い
た
。
児
童
Ｂ
は
、
生
成
Ａ

Ｉ
に
発
音
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
っ
て
、
自
信
を
つ
け
て

か
ら
、
友
だ
ち
に
ス
ピ
ー
チ

を
聞
い
て
も
ら
っ
て
発
音
を

修
正
し
て
い
た
。

個
別
最
適
な
学
習
を
本
格

的
に
進
め
る
に
は
、
教
員
以

外
の
伴
走
者
が
多
く
存
在
す

る
方
が
個
別
化
に
よ
り
対
応

で
き
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

は
、
教
員
以
外
の
伴
走
者
を

増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
児
童
生
徒
に
生
成

Ａ
Ｉ
の
特
性
や
限
界
を
理
解

さ
せ
、
学
習
の
伴
走
者
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

（
高
専
機
構
）
と
日
本
政
策

金
融
公
庫
（
日
本
公
庫
）
は

８
月
５
日
、
全
国
５１
校
の
国

立
高
等
専
門
学
校
（
高
専
）

に
在
籍
す
る
学
生
や
教
員
に

よ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出

を
支
援
す
る
た
め
、
体
系
的

か
つ
継
続
的
な
連
携
を
開
始

し
た
と
発
表
し
た
。
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
検
討
段
階
か
ら

起
業
に
至
る
ま
で
、
両
機
関

が
伴
走
型
で
一
貫
し
て
サ
ポ

ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
る
。

今
回
の
連
携
で
は
、
高
専
機

構
が
ハ
ブ
と
な
り
、
各
高
専

か
ら
日
本
公
庫
へ
ス
ム
ー
ズ

に
相
談
で
き
る
体
制
を
構

築
。
あ
わ
せ
て
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
に
関
わ
る
人
材

の
育
成
に
向
け
た
勉
強
会
を

開
催
。
ま
た
、
日
本
公
庫
の

担
当
者
が
各
高
専
へ
赴
く
出

張
授
業
を
通
じ
て
、
学
生
ら

の
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
る
と

と
も
に
地
域
金
融
機
関
や
行

政
機
関
な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
や
交
流
を
促
し
、
事
業
化

に
向
け
た
連
携
を
後
押
し
す

る
。
卒
業
生
組
織
「
高
専
人

会
」
と
も
協
力
。
資
金
供
給

や
創
業
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
日
本
公
庫
と
組
む
こ
と

で
、
全
国
の
高
専
で
活
用
で

き
る
支
援
体
制
を
確
立
。
高

専
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創

出
を
加
速
さ
せ
る
考
え
だ
。

「教育家庭新聞 教育マルチメディア」は毎月第４週に発行します。メール便で
お届けします。電話・ＦＡＸ、またはＨＰからもお申し込みいただけます。
購読者には、新聞紙に加えて、読者専用WebページにアクセスできるID とパ
スワードをお届けします。
１．電話 ０３・３８６４・８２４１（弊社販売部） ２．FAX ０３・３８６４・８２４５
３．ホームページアドレス https : //www.kknews.co.jp/ （１部 ５２０円）

お申し込み書（年間１２回６，２４０円）

〔自宅・通勤先〕（どちらかに○を） （〒 － ）

お支払方法
ご連絡を頂き次第、郵便振苔及び
銀行振込の用紙をお送りします。
どちらかでお支払いください。

電話 （ ）

FAX （ ）

お名前
ご職業
ご住所

連絡先

新春特別号

学びの環境を
「未来思考」で再構築

家庭教育

教育旅行

学校経営

健康教育

教育改革

食 育

第４月曜日発行

学びの環境・内容を
バージョンアップ
学びの環境・内容を
バージョンアップ

「教育家庭新聞 教育マルチメディア」購読申し込み書「教育家庭新聞 教育マルチメディア」購読申し込み書

紙 面 案 内紙 面 案 内

仲秋・葉月

■紙面問合せ
�kks@kknews.co.jp

■購読申込みはこちら→

月曜日

防災の日（９／１）
宇宙の日（９／１２）
十 五 夜（９／２５）

■Ｘ（旧 Twitter)
@kyoikukatei

日

（令和８年）

第 ２ ２ ８ ６ 号

24月

2026年

8

「
Ａ
Ｉ
時
代
の
リ
ス
ク
判
断
」を
重
視

「
Ａ
Ｉ
時
代
の
リ
ス
ク
判
断
」を
重
視

構
造
化
・
柔
軟
化
・
評
価
改
革
で

子
供
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
確
か
な
も
の
に

�
社
会
の
仕
組
み
を
理
解
��
技
術
を
適
切
に
活
用
�

情
報
・
技
術
Ｗ
Ｇ
取
り
ま
と
め（
案
）

情報技術の「活用」「適切な取扱い」
「特性の理解」について小・中・高に
位置付け（WG資料より）

総
則
・
評
価
特
別
部
会「
取
り
ま
と
め（
案
）」

国立高専のスタートアップを支援
高専機構×日本公庫が伴走

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

福岡県筑前町の取組から

教
育
×
生
成
Ａ
Ｉ
シ
ン
ポ

学びの伴走者！生成AIからのフィードバック

（１） ２０２６年（令和８年）８月２４日（月曜日）

教
育
特
化
型
生
成
Ａ
Ｉ
で
教
員
の
生
産
性
向
上
に
寄
与

生成AI で作成した教材アプリ

友達とのスピーチ練習の様子

第５回

kks＠kknews.co.jp
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